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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 84,541 △3.6 16,439 47.7 13,031 △41.4
25年3月期第3四半期 87,741 △10.6 11,131 △33.0 22,227 161.3

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 19,211百万円 （△31.4％） 25年3月期第3四半期 27,996百万円 （147.6％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 34.58 30.16
25年3月期第3四半期 59.31 55.20

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 5,694,962 326,965 5.4
25年3月期 5,667,799 313,373 5.1
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 307,658百万円 25年3月期 291,559百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況について
は、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
26年3月期 ― 3.50 ―
26年3月期（予想） 3.50 7.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 111,000 △4.1 19,000 39.6 14,400 △37.9 37.95



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 379,241,348 株 25年3月期 379,241,348 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 5,544,069 株 25年3月期 5,516,641 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 373,703,471 株 25年3月期3Q 373,744,587 株



 

 

・種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 
年間配当金 

第１種優先株式 
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 － 3.00 － 3.00 6.00

26年3月期 － 5.50 －  

26年3月期(予想）   5.50 11.00

（注1）25年3月期（通期）の第１種優先配当金額は、11円に平成24年9月18日から平成25年3月31日までの日数を乗じ、365で除して算出

した金額であります。 

（注2）25年3月期第2四半期の第１種優先中間配当金額は、上記第１種優先配当金額の2分の1に相当する額であります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結累計期間のわが国経済は、「アベノミクス」による円安・株高効果により、企業の生産が増加

傾向にあり、収益面は改善しつつあります。また、個人消費は一部に消費税率引き上げ前の駆け込み需要もみられ、

持ち直しております。 
当行の主要な営業基盤である岐阜・愛知両県におきましても、自動車関連産業を中心に、生産が増加しております。 
こうした状況のなかで、当第 3 四半期連結累計期間の連結業績は、次のとおりとなりました。 
経常収益は、役務取引等収益が増加したものの、貸出金利息の減少により資金運用収益が減少したことなどから、

前年同期比 32 億円減少し 845 億 41 百万円となりました。経常費用は、営業経費および有価証券関係損失が減少し

たことなどから、前年同期比 85 億 8 百万円減少し 681 億 1 百万円となりました。この結果、経常利益は、前年同期

比 53 億 8 百万円増加し 164 億 39 百万円となりました。一方、四半期純利益は、前年同期の株式会社岐阜銀行との

合併に伴う法人税等合計の減少要因の剥落により、前年同期比91億96百万円減少し130億31百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

預金等（譲渡性預金を含む）につきましては、キャンペーン等の各種営業施策を通じ、個人預金が増加したものの、

公金預金等が減少しました。この結果、当第 3 四半期連結会計期間末の預金等残高は、前連結会計年度末比 224 億

14 百万円減少し 5 兆 1,103 億 94 百万円となりました。 
貸出金につきましては、地元企業の資金需要に積極的にお応えするとともに、住宅ローンを中心とする個人向け融

資や地方公共団体向け融資の取扱いに努めました。この結果、当第 3 四半期連結会計期間末の貸出金残高は、前連結

会計年度末比 256 億 46 百万円増加し 3 兆 6,723 億 78 百万円となりました。 
有価証券につきましては、国債、地方債等の引受、購入のほか、相場環境を注視しつつ、資金の効率的運用のため

の債券等の売買を行いました。この結果、当第 3 四半期連結会計期間末の有価証券残高は、前連結会計年度末比 2,119
億 62 百万円増加し 1 兆 6,839 億 46 百万円となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 25 年 11 月 14 日に公表した業績予想から変更はありません。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

・追加情報 

当行は、平成 25 年 6 月 27 日開催の第 238 期定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給

を決議いたしました。これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打ち切り支給額未払分 200 百万円につい

ては「その他負債」に含めて表示しております。 
なお、連結子会社については従来どおり、役員に対する退職慰労金の支給見積額のうち、当第 3 四半期連結会計期間

末までに発生していると認められる額を「役員退職慰労引当金」として計上しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

現金預け金 328,715 146,184

コールローン及び買入手形 60,000 33,000

商品有価証券 1,230 3,078

金銭の信託 10,620 10,624

有価証券 1,471,984 1,683,946

貸出金 3,646,732 3,672,378

外国為替 5,711 5,551

リース債権及びリース投資資産 40,563 41,454

その他資産 39,962 41,795

有形固定資産 66,017 65,160

無形固定資産 10,532 9,249

繰延税金資産 3,360 984

支払承諾見返 25,733 24,789

貸倒引当金 △43,364 △43,235

資産の部合計 5,667,799 5,694,962

負債の部   

預金 5,001,048 5,020,782

譲渡性預金 131,760 89,612

コールマネー及び売渡手形 － 20,024

債券貸借取引受入担保金 48,915 75,525

借用金 72,314 60,235

外国為替 379 955

社債 10,000 10,000

その他負債 41,840 42,030

賞与引当金 1,688 －

役員賞与引当金 64 －

退職給付引当金 9,986 9,655

役員退職慰労引当金 431 5

睡眠預金払戻損失引当金 301 557

偶発損失引当金 1,232 1,310

繰延税金負債 36 3,828

再評価に係る繰延税金負債 8,691 8,682

支払承諾 25,733 24,789

負債の部合計 5,354,425 5,367,996

純資産の部   

資本金 36,839 36,839

資本剰余金 47,815 47,817

利益剰余金 148,804 159,066

自己株式 △1,515 △1,527

株主資本合計 231,943 242,194

その他有価証券評価差額金 45,996 51,861

土地再評価差額金 13,618 13,601

その他の包括利益累計額合計 59,615 65,463

新株予約権 － 17

少数株主持分 21,814 19,288

純資産の部合計 313,373 326,965

負債及び純資産の部合計 5,667,799 5,694,962
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

経常収益 87,741 84,541

資金運用収益 54,044 51,216

（うち貸出金利息） 42,345 39,012

（うち有価証券利息配当金） 11,493 11,959

役務取引等収益 11,511 12,050

その他業務収益 18,052 16,843

その他経常収益 4,133 4,431

経常費用 76,609 68,101

資金調達費用 4,740 4,091

（うち預金利息） 3,816 3,267

役務取引等費用 4,201 4,244

その他業務費用 15,823 14,191

営業経費 46,609 42,138

その他経常費用 5,235 3,435

経常利益 11,131 16,439

特別利益 3,795 2,812

固定資産処分益 43 109

負ののれん発生益 3,670 2,703

持分変動利益 82 －

特別損失 499 192

固定資産処分損 197 88

減損損失 302 78

持分変動損失 － 24

税金等調整前四半期純利益 14,427 19,060

法人税、住民税及び事業税 1,152 2,692

法人税等調整額 △10,244 3,053

法人税等合計 △9,091 5,745

少数株主損益調整前四半期純利益 23,519 13,314

少数株主利益 1,291 283

四半期純利益 22,227 13,031

㈱十六銀行 （8356） 平成26年3月期 第3四半期決算短信

－ 4 －



 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 23,519 13,314

その他の包括利益 4,477 5,896

その他有価証券評価差額金 4,477 5,896

四半期包括利益 27,996 19,211

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 26,701 18,896

少数株主に係る四半期包括利益 1,294 314
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

（５）企業結合等関係に関する注記 

共通支配下の取引等 

当行による連結子会社株式の追加取得 

１ 取引の概要 

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

株式会社十六ジェーシービー クレジットカード業 

(2) 企業結合日 
平成25年12月3日 

(3) 企業結合の法的形式 
子会社株式の追加取得 

(4) 結合後企業の名称 
名称に変更はありません。 

(5) その他取引の概要に関する事項 
当行は、当行グループのガバナンス強化を目的に、少数株主および連結子会社が保有する株式会社十六ジ

ェーシービーの普通株式の一部を取得いたしました。この結果、株式会社十六ジェーシービーに対する当行

の議決権比率は以下のとおり上昇いたしました。 

名称 取得前 取得後 

株式会社十六ジェーシービー 5.00％ 95.00％ 

２ 実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事

業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号平成20年12月26日）に基づき、共通支

配下の取引等として処理しております。 

３ 子会社株式の追加取得に関する事項 

(1) 取得原価及びその内訳 
取得の対価 現金預け金  150 百万円

取得原価   150 百万円

なお、上記の記載は、少数株主との取引に係るものであり、連結会社相互間の取引については、全額を相

殺消去しております。 

(2) 発生した負ののれん発生益の金額及び発生原因 

① 発生した負ののれん発生益の金額 
249百万円 

② 発生原因 
追加取得した子会社株式の連結上の取得原価が、追加取得により減少する少数株主持分の金額を下回っ

たことによるものであります。 
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４．補足情報 

 
当行の平成 26 年 3 月期第 3 四半期の概要について、下記のとおりお知らせします。 
なお、当第 3 四半期末の自己資本比率（国内基準）については、現在算出中であり、確定次第、開示する予定であり

ます。 
 
（１）損益状況【単体】 

(単位：百万円)
平成25年3月期 平成26年3月期
第3四半期累計期間 第3四半期累計期間

[　]内は通期の業績予想値 （A） （B）

経常収益 [ 87,000 百万円] 63,831 66,260 2,429 85,757 

業務粗利益 50,590 52,829 2,239 69,165 

（コア業務粗利益）（注1） 50,901)(      52,740)(      1,839)(       68,196)(      

資金利益 45,795 47,050 1,255 61,098 

役務取引等利益 4,554 5,026 472 6,301 

その他業務利益 240 753 513 1,766 

（うち国債等債券損益(5勘定尻)） △ 310)(      89)(          399)(         969)(         

経費 39,039 39,443 404 51,515 

一般貸倒引当金繰入額　① △ 2,110 △ 587 1,523 △ 2,472 

業務純益 [ 15,400 百万円] 13,661 13,973 312 20,122 

コア業務純益　（注2） [ 17,500 百万円] 11,861 13,296 1,435 16,680 

臨時損益 △ 4,448 234 4,682 △ 9,202 

不良債権処理額　② 5,362 3,249 △ 2,113 10,622 

貸倒引当金戻入益　③ － － － － 

償却債権取立益　④ 10 4 △ 6 10 

（与信関係費用（①＋②－③－④）） 3,242 2,658 △ 584 8,139 

株式等関係損益 266 2,023 1,757 942 

その他臨時損益 636 1,456 820 466 

経常利益 [ 16,500 百万円] 9,205 14,200 4,995 10,910 

特別損益 3,901 △ 57 △ 3,958 3,455 

うち抱合せ株式消滅差益 2,163 － △ 2,163 2,163 

うち負ののれん発生益 2,127 － △ 2,127 2,127 

うち減損損失 249 78 △ 171 556 

税引前四半期(当期)純利益 13,107 14,143 1,036 14,365 

法人税等合計 △ 9,892 3,894 13,786 △ 9,436 

四半期(当期)純利益 [ 11,800 百万円] 23,000 10,248 △ 12,752 23,802 

平成25年3月期
実績(12ヵ月)

増　減
(B－A)

平成26年3月期第3四半期累計期間の業績につきましては、コア業務純益は13,296百万円（通期業績予想値17,500
百万円の76％）、経常利益は14,200百万円（通期業績予想値16,500百万円の86％）、四半期純利益は10,248百万
円（通期業績予想値11,800百万円の87％）となり、概ね業績予想のとおり順調に推移しております。

 
（注 1）コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益（5勘定尻） 
（注 2）コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益（5勘定尻） 
 

㈱十六銀行 （8356） 平成26年3月期 第3四半期決算短信

－ 7 －



 

 
（２）「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【単体】 

(単位：百万円)

24年12月末 25年12月末 25年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 21,011 18,531 17,906 

危険債権 114,992 107,712 108,649 

要管理債権 21,966 12,277 12,743 

合計 157,970 138,521 139,299 

総与信に占める割合 4.21％ 3.69％ 3.73％ 

（注）１．平成25年12月末の計数は、12月末基準の自己査定結果に基づき、「金融機能の再生のための緊急
　　　　措置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。
　　　２．当行は、部分直接償却を実施しておりません。
　　　　　なお、部分直接償却を実施したと仮定した場合の金融再生法ベースの開示債権は次のとおりであ
　　　　ります。

(単位：百万円)

24年12月末 25年12月末 25年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,348 7,981 8,141 

危険債権 114,992 107,712 108,649 

要管理債権 21,966 12,277 12,743 

合計 146,307 127,971 129,534 

総与信に占める割合 3.91％ 3.42％ 3.48％ 

金融再生法ベースの開示債権は、24年12月末比19,449百万円減少し138,521百万円となりました。
総与信に占める割合は、24年12月末比0.52ポイント低下し3.69％となりました。
また、部分直接償却を実施した場合の総与信に占める割合は、3.42％となります。
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（３）時価のある有価証券の評価差額【単体】 

(単位：百万円)

24年12月末 25年12月末 25年9月末
時価  評価差額 時価  評価差額 時価  評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

1,407,302 44,267 50,472 6,205 1,635,053 77,560 83,000 5,439 1,621,313 72,706 78,109 5,403

株式 81,390 17,669 22,258 4,589 118,253 55,133 57,581 2,448 111,495 48,694 51,300 2,605

債券 1,221,379 24,532 25,044 512 1,317,338 21,479 22,261 782 1,331,765 22,757 23,758 1,001

その他 104,531 2,065 3,169 1,103 199,461 948 3,156 2,208 178,052 1,253 3,050 1,796

（注）１．「評価差額」は、期末時点の取得原価（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して

　　　　おります。

　　　２．満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は下記のとおりであります。

(単位：百万円)

24年12月末 25年12月末 25年9月末
帳簿  評価差額 帳簿  評価差額 帳簿  評価差額
価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

42,601 211 348 137 36,504 183 262 78 36,809 204 289 85

－ － － － － － － － － － － －

その他有価証券の評価差額は、24年12月末比33,293百万円増加し77,560百万円となりました。

満期保有目
的の債券

子会社・
関連会社株式

その他
有価証券

 
 

（４）預金等(譲渡性預金を含む)、貸出金の残高【単体】 

(単位：百万円)

24年12月末 25年12月末 25年9月末

預金等（末残） 5,149,333 5,135,694 5,182,072 

うち個人預金 3,425,928 3,500,191 3,437,121 

貸出金（末残） 3,676,979 3,684,884 3,662,255 

うち消費者ローン 1,162,278 1,203,822 1,189,710 

預金等は、24年12月末比13,639百万円減少し5,135,694百万円となりました。
貸出金は、24年12月末比7,905百万円増加し3,684,884百万円となりました。

 
 
（ご参考）個人預り資産残高（単体） 

(単位：百万円)

24年12月末 25年12月末 25年9月末

預金等 3,425,928 3,500,191 3,437,121 

投資信託 144,191 149,965 151,712 

公共債 135,661 110,682 117,114 

個人年金保険等 320,757 356,592 346,849 

合計 4,026,539 4,117,432 4,052,797 
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